
















設定したのち, 人口分布が所与であるときの ｢一時的｣ 均衡を示す第節と第


























形で, 空間価格 (地代)とその消費の関係 (代替定理)が議論されているこの分析では, 均衡
解の性質の分析に重心があり, 均衡解の分析そのものについては言及されていない拙稿
() は, () と同じ公準をもちいて単一中心都市において消費者が効用を最大
にする立地点選択による均衡解の存在を公理分析によって試みているその議論の手順はドブ
リュー () に負っているさらに拙稿 () は, 選択する経済環境 (立地点)と価格, 所
得との対応関係に注目して, パラメトリックな立地点による消費者均衡の問題を分析している
市場均衡に関する議論は, 一般均衡理論としてドブリュー (), 
() などでなされているが, 都市, 地域経済学の分野では, 公理分析としては一
般均衡の問題はほとんどなされていないその理由としては, 解の存在よりも解の性質を明ら
かにすることが, より実践的で意味あるものと考えられる拙稿 (, ) は, 一般均
衡理論側面から離散的な経済環境における均衡解の存在を純粋交換経済の場合について明らか
にするとともに, 都市経済モデルとの関連性を示した前者 () は, 一時的均衡と人口




() があるこれは,  
!"(
) に基づく空間的調整過程によって安定性を議論している
本稿は, (, ) で議論した純粋交換経済におけるワルラス均衡解の存在証明を生
産を含む交換経済の場合に拡張することにある() と () で別々に解の存在を示
したが, ここではそのつの方法によって均衡解の存在を明らかにする第の方法は, 経済
主体の分布を前提としたときの ｢一時的｣ 均衡から, 経済主体の移動が止むときの ｢永続的な｣
均衡へと分析を進めることであるそれは経済環境 (立地点) と一時的均衡の対応関係の中か













 モデルの設定と ｢一時的｣ 市場均衡
本節では, 消費と生産のモデル設定をしたうえで, 市場均衡の分析をおこなう市場均衡の







境を選択することで, 実現される市場均衡 (ワルラス均衡)を分析する (第節と第
節での分析)

















● 経済環境に依存する ｢ローカル財｣財の生産と消費が経済環境ごと完結し, このために
経済環境ごとに市場が形成され, 異なる価格が形成されるただし, ローカル財は, 経済
環境の違いを除くと物理的属性は種類で同質であるこの財を財とするローカル財
は, 消費だけでなく生産のための生産要素としても利用される
● 経済環境から独立した ｢一般財｣財の生産と消費が経済環境ごと完結せず, すべての経
済環境がひとまとめにしてつの市場として扱われるこのため一般財の場合, 経済環境
に関係なくつの共通の価格が形成される一般財は, 財から財 まで
で, その数は ある一般財は, ローカル財と同様に, 消費だけでなく生産のための
生産要素としても利用される













































































































































































) より一般的なモデルでは, 結合生産を含むように設定されるけれども, 本稿では, 以下に見るよ
うに生産者の移動を想定しているので, 移動者数を比較的容易に把握できるように, ここでは, 一人
の生産者は種類の財の生産をおこなうこととした



































































































































































































定理 価格 を 	


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































予算集合は, 一般には財の価格, 初期保有量や利潤配当率に依存するが, ここでは初期保有量

















































































は, 連続, 準凹, 不飽和な効用関数である
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のもとで, 消費者は, 初期時点の経済環境, 初期保有量と利潤配当率, 消費財集合,




























































































































































































































































































































































































































































もまた, 非空, コンパクト, 凸優半連続対応である
したがって, 超過需要対応についても, 価格集合からコンパクトな超過需要集合への対応を
考えることができる制限された需要対応と制限された供給対応によって形成される超過需要
は, 式, , から, コンパクト凸集合の要素として定まる制限された超過需要集合を





















	ならば 	 または 	ならば 	 

,








































写像  を, すべての に対して

であるように作る




















































































































































































































































































































































































































から任意に を選び, に収束する点列 	
 を選




































































































































は, からへの連続関数であるしたがって, 	は, 
から
への写像として優半連続対応である

















選択して移動するグループの平均効用の水準をそのグループの ｢平均効用｣ として, 平均効









平均効用 は, 初期環境 のタイプ の消費者の効用の加重平均である平均


























































































となる. もしあるにおいて 	となるならば, は, 効用を最大にす
 








































動をとるそこで同一財生産での平均利潤の水準を, その財生産の ｢平均利潤｣ として, 平均
慶 田 收
――































































過利潤 () の集合をコンパクトにするそれゆえ, はコンパクトである
つぎにが凸であることを示すの任意のつの要素, をとり, 凸結合



















次に価格の凸結合 をみると, , なので, もま


























































































ス均衡では, どの経済環境に立地しようとも, 同じタイプの消費者, 同一財の生産者の間で,
効用あるいは利潤に差がなく, 他の経済環境に移動する動機も生じないこの意味でワルラス
均衡は ｢永続的｣ 均衡である








   
と定義する











































































   
と定義する




























































































































































	は, 非空, コンパクト, 凸値をとる優半連続対応








 または ならば 

ならば 




, 	と表し, 	, 	とするさらに 







































消費者, 生産者の均衡分布 のもとで, 一時的均衡を実現する価格 と超過需要
, すなわち, 価格と各消費者による需要量, 各生産者による生産量	

が定ま
る消費者, 生産者の均衡分布のもとでの財の価格, 数量の一時均衡は, もはや消費者, 生産
者に他の経済環境にその活動を移動させる誘因が発生しないこのときの一時的均衡は永続的
であり, したがって, 前節で定義したワルラス均衡である









経済主体の分布と価格, 数量は, 本来, 同時に決まるものであるけれども, 前節では, 一









討する必要はないここでは, 経済主体の効用, 需要量, 利潤, 生産量が価格だけでなく, 経
済主体の分布に依存するとみるしたがって, 効用と利潤は, それぞれ価格と経済主体分布の関
数と見ることができるそこで, 消費者の移動の原因となる超過効用をつぎのように定義する
前節の平均 (間接) 効用と同じように, 平均効用を定義することができる, 消
費者の予算は, 第節の消費者の予算からわかるように, 価格と, 配当の大きさに
影響する生産者の分布に依存するので, その間接効用は価格と生産者分布に依存する間







































































































































































































































































もし ならば, であり, ならば である
(証明) 写像 		を, つぎのように定義する
					
		
このとき 	は, 非空なコンパクト集合であるなぜならば, , , 	,















































	) 査読者より, ｢距離｣ が導入されていないという指摘があった距離の導入については今後の課題と
したい
角谷の不動点定理
を非空, コンパクト, 凸値部分集合とするを, 非空, コンパクト凸値をもつ
優半連続対応とするそのとき不動点が存在する






























[] 慶田 收 ｢住宅立地の主体的均衡問題への公理的接近｣, 『現代経済学研究』 第"号, 
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選択可能な経済環境のもとでの市場均衡
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